
376 INTERNET magazine 1998/12

インターネット・ニュースの見方 

大資本と提携をすすめる

大手プロバイダー
プロバイダー再編の動きは、この春からあ

った。プロバイダーの老舗でユーザーも多い

ベッコアメインターネットがアクセスポイン

トをすべてテレウェイ（日本高速通信）にア

ウトソーシングし、ベッコアメインターネット

自体はユーザー管理とユーザーコミュニティ

ーの形成に専業することを発表した。プロバ

イダーとはそもそも接続サービスを提供する

事業だと考えられていたのに、そのアクセス

ポイントをアウトソーシングしてしまうという

ことに利用者はもちろん業界も騒然とした。

そして、この8月26日、米国PSIネット社

はやはりプロバイダーの老舗であるリムネッ

トの全発行済み株式を取得したと発表し、

続いて9月3日、さらにトウィックスの全発

行済み株式も取得し、2つのプロバイダーを

PSIグループの傘下に収めた。

そして10月1日、米国PSIネット社は法人

向け大手プロバイダーの東京インターネット

の全発行済み株式も取得した。今後は第一

種電気通信事業者の認可を郵政省に申請す

ることも明らかにしており、リムネット、ト

ウィックスの資産であるダイアルアップ接続

サービスの資産、そして東京インターネット

の専用線接続サービスの資産を足がかりに、

グローバルなスタンスに立ったプロバイダー

事業を展開していくことになる。

このように米国PSIネット社が日本の老舗

プロバイダーを傘下に収めた裏には、通信の

グローバル化をにらみ日本市場に進出したい

と考える米国プロバイダーといまの経営形態

のままでは生き残れないと懸念していた国内

のプロバイダーとの思惑の一致がある。

一方で、大手プロバイダーであるIIJも、

ソニー、トヨタ自動車と共同でデータ通信サ

ービス会社を設立することを明らかにした。

この新会社は99年春をめどにサービスの開

始を目指し、この11月にも第一種電気通信

事業者の認可を郵政省に申請することを予

定している。料金もこの11月より認可制から

届出制に緩和されて自由度も増すことから、

NTTよりも安価な価格設定をする戦略だ。

プロバイダーは第一種事業

でなければ成り立たない？
本誌で把握している国内のプロバイダー

833社のうち、多くは「草の根」プロバイダ

ーともいうべきもので、決してユーザーの数

は多くないが、小規模なビジネスとしては十

分に成立している企業である。現在のよう

にインターネットが普及した陰には、大手が

手を付けたがらなかった地域を中心とした

「草の根」プロバイダーの存在が大きかった

ことは否定できない。

一方で、大手のプロバイダーは全国にア

クセスポイントを展開し、10万人以上もの顧

客にサービスを提供するため、ハードウェアや

回線に多額の設備投資をしてきた。しかし、

競争の激化から徐々に接続料金は下げざる

を得なくなり、かけた投資が十分な収益に

結びついていないという声を耳にするように

なった。しかも、NTTという回線を保有する

キャリア自らが安価なプロバイダー事業を行

うOCNの登場など、プロバイダーにとっては

必ずしも安泰な市場環境ではなかった。

通信自由化とグローバル化で再編が進むプロバイダー業界

21世紀に生き残りを目指した買収劇
本誌の巻末に掲載しているISPは大小とりまぜてなんと833社（1998年10月1日現

在）。4年前の本誌創刊時にはわずか数社であったのに、よくぞここまで増えたものだ。

しかし、このプロバイダーがいま大きな曲がり角に差しかかっている。NTT自身が展開

するプロバイダーであるOCNの躍進、そして電気通信事業者法の改正によって、巨大

な外国資本の電気通信事業者が参入を始め、生き残りをかけたベンチャープロバイダ

ーの買収や大資本との合弁事業の開始など、急激に動きだした。 本誌編集長：中島由弘
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ベッコアメインターネットの尾崎社長はか

つて「顧客1人あたりいくらの設備投資をす

れば十分に満足してもらえるのかという関数

を見出せなかった」と言っていた。インター

ネットが普及するにつれて、1人あたりの接

続時間は長くなり、また情報量も増えてい

く。そしてユーザーがインターネットに依存

すればするほど、品質に対する要求は厳しく

なることはもちろん、回線やサーバーを増強

しても自社の顧客以外の人が「外」からコ

ンテンツにアクセスすることで発生するトラ

フィックの増加によって、自社の顧客の満足

度にはつながらないということだ。

また、東京インターネットの高橋徹会長は

「二種事業者にとっては、諸外国と比べて高コ

スト構造を持つNTTなどのキャリアに支払う

回線代が事業収益を圧迫し始めている」と現

状を説明し、「プロバイダー事業は回線を保有

しているキャリアへの奉仕になってしまってい

る」とも言っている。つまり、第二種事業者は

あくまでNTTから回線を「卸してもらって」事

業をしているのに対し、NTTは自社の回線で

OCNという安価なサービスを作り出している

ことは健全な競争とはいえないという主張だ。

背景には通信の自由化による

外資系企業の参入
インターネットブームの追い風に乗って、

実に多くのプロバイダーが登場した。一時期

は料金戦争によって、利用料金は十分に値

下がりをした。利用者側としては安価な傾

向は喜ばしいことであるが、プロバイダーの

収入は圧迫された。そこにNTTのOCNとい

う安価な常時接続サービスが登場し、つい

に二種事業者、それも比較的大規模なサー

ビスを提供する特別二種電気通信事業者が

圧迫されているということだろう。

それに加え、電気通信事業者法の改正に

よって、米国のメガキャリア（大資本の電気

通信事業者）が続々と参入してくる。すで

に米国ワールドコム社も国内での一種事業

の認可を受け、東京都の中心部などの下水

道管に光ファイバーを敷設する事業を始めよ

うとしている。そして今後もブリティッシュ

テレコムをはじめとして、続々と参入してく

ることが予想される。

国内の通信インフラは

外資系に握られてしまうのか
これまでNTTのほぼ独占状態であった通信

市場に大資本の外資系キャリアが続 と々参入

することによって、プロバイダー間の競争は激

化するものと思われる。もちろん公正な競争

が行われることが基本である。ユーザーにと

ってはより安価なサービスが提供される可能

性があるので、おおいに期待したいところだ。

しかし、NTTや外資系メガキャリアと真っ

向から勝負して勝ち残っていくためには、自

社で回線を保有する第一種事業者として、

巨大な資本を投入しなければならない。第二

種事業者としては、中途半端な展開では今

後どうなるかわからないということだろう。

一方で、21世紀に向けて重要な社会資本

になると考えられる通信インフラを外資系の

企業に握られてしまうのではないかという危

惧もある。激しく攻勢をかける外資系プロ

バイダーに対して、どのように応戦していく

のか。まさにいま日本の通信業界は曲がり

角にきているといえるだろう。

jhttp://www.rim.or.jp/release/psi19980826.
html

jhttp://www.tokyonet.ad.jp/news/tnnews/
news1002.html

またまた登場したあらたなテクノロジー

シェアウェーブ
本誌11月号では家電製品をインターネットにつなぐ技術として、サン・マイクロシス

テムズ社の「Jini」を紹介したが、今月はさらに新しいテクノロジー「シェアウェーブ」

を紹介しよう。 編集部

2

シェアウェーブ社はマイクロソフト、イン

テル、シスコシステムズ、フィリップスなど

が出資をしている技術開発会社だ。

「シェアウェーブ」はパソコンとテレビ受像

機に専用のワイヤレスネットワーク（2.5GHz

の電波を使う）のアダプターを接続し、テレ

ビの画面でパソコンのソフトウェアの画面を

操作するものだ。テレビ受像機を使ってイン

ターネットを利用する装置としてはWebTV

があるが、セットトップボックスでソフトウ

ェアを動かすため、ソフトウェアの互換性や

ファームウェア（WebTVのオペレーティング

システム）のアップグレードに問題を残した。

シェアウェーブでは、すべてパソコンの上

でソフトウェアは動いており、単に画面とキ

ーボードの入出力だけをテレビで行うため、

こうした問題はなくなる。しかも、パソコン

とテレビの双方で同時に別のアプリケーショ

ンを操作できるので、パソコンがインターネッ

トにつながっていれば、複数の人が同時にイ

ンターネットを使うことができる。

今後はテレビだけではなく、電話機や液

晶パッドなどの家電製品でも使える予定で、

家庭内のコンピューターやインターネットの

利用を促進する製品になるかもしれない。

すでに国内の大手家電メーカーがこの技術

のライセンス契約にサインをしたといい、お

そらく年内にはなんらかの製品が発表される

ことになると予測される。

jhttp://www.sharewave.com/

シェアウェーブの利用概念図
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21世紀のホームオフィスを展開
統一テーマ「パソコン新たな挑戦‐21世

紀デジタル社会を創造する」に沿った特別

パビリオンが各ゾーンに設けられた。総合受

付を入ってすぐの場所には、近未来のデジ

タルライフを実現した「デジタルスペース21」

が展開された。ここでは、間近に迫る21世

紀のホームオフィスはどんなものになるかを

焦点に、実際に会場内に「家」が建てられ

た。現在、開発されているIT機器を部屋の

至るところに配備し、どのような使い道があ

るかを提案している。

なかでも注目されていたのが、「インター

ネット冷蔵庫」（開発元ブイシング）だ。冷

蔵庫の前面扉に15インチのモニターが組み

込まれ、音声入力でWWWブラウザーを呼

び出して今晩のメニューを決めたり、それに

見合った料理方法を解説したり、必要な食

材がインターネットを通して注文できたりと、

さまざまな用途が紹介された。台所でも十分

にIT技術が生かされる日も近そうだ。また、

同じ台所に置かれた電気ポットでは、すでに

テストが開始されている「高齢者在宅安否

確認システム」が紹介された（展示品はダ

ミー）。象印マホービンが開発したこのシス

テムは、電気ポット本体に安否確認センサ

ーを内蔵し、使用者が給湯すると信号を家

庭内の電気配線に送信する仕組みになって

いる。この信号をデータ受信機で解読でき

るように変換したあと、電話回線を通じて

朝夕2回の自動発信でネットワーク本部に通

知し、ボランティアや医師が確認する。この

ため日常生活で使用される電気ポットがまっ

たく使われなくなった場合には、直ちにボラ

ンティアや医師が訪問して安否を確認するよ

うになっている。このほか、ホームサーバー

を設置して、照明や空調、液晶ディスプレ

イなどがリモコン操作で総合的に管理でき、

IEEE 1394を利用した家庭内ネットワーク配

線設備も披露された。

また、オフィスゾーンでは1人1台の机と

椅子、デスクトップパソコンといった今まで

の概念を覆し、レイアウトを固定せずにオフ

ィス内を自由に移動して、近くにある通信

インターフェイスを束ねた情報コンセントを

使って仕事をする新しいオフィスのあり方を

アピールしていた。

各種モバイルツールが勢揃い
ホール全体を回って、もっとも賑わいを見

せていたのが、インターネットやモバイル製

品を扱ったパーソナルパークだ。ここでは、

従来のパーソナルユーザーだけでなく、ビジ

ネスユーザーにも有益な情報が盛りだくさん

だった。なかでも、新製品のミニノートをイ

ベント前に発表したメーカーのブースに多く

の来場者が集まった。

ソニーはすでに発売しているCCDカメラ搭

載の「VAIOノートPCG-C1」を、使い方の

提案を含めて紹介した。このほか、松下電

器産業は、好評のLet's noteの新製品で

CCDカメラや携帯電話のアダプターをオプ

ションで接続できるA5ファイルサイズノート

PC「Let's note comm/C33」を出展して

人気が集中。機器に触るのも大変なほどの

にぎわいだった。さらに、6.7インチSVGA

TFT液晶のウィンドウズ98搭載機「FIVA」

を発売したカシオでは、数十台の試用機を

一挙に展示したほか、英語版ウィンドウズ

CE搭載のパームサイズPCが参考出展され

た。また、12月に発売予定のモバイル用超

小型プリンターとスキャナーを展示。プリン

ターはポータブルテープレコーダーサイズで、

モバイルパソコンと一緒に持ち歩くのにちょ

うどいい。名刺大の印刷ができ、ワープロ文

書をその場で確認したい場合に最適だ。

さらに、LG電子ジャパンでは英語版ウィ

ンドウズC E搭載のハンドヘルドP C

「PHENOM Express」を参考出展した。通

21世紀のデジタル社会が見える

WORLD PC EXPO 98開催
アジア最大のパソコン総合展「WORLD PC EXPO 98」が9月30日から10月3日

まで千葉の幕張メッセで開催された。今年は、イベント開催前にアップルの逆襲や新

デバイスの開発、新製品発表と話題が多いうえ、幕張メッセの全11ホールを使用し

ての開催だけに、過去最高の集客で盛り上がりを見せた。インターネットやモバイル

に関する部分を中心に会場の様子をレポートする。 編集部

会場の外には巨大iMacも登場

過去最高の集客を記録したWORLD PC EXPO 98会場

Report
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IT技術を身近にするインターネット冷蔵庫

シャープから発売された法人用ハ

ンドヘルドPC

参考出展されたW-CDMA対応

「モバイルビデオウェブホンD」

信用デバイスとして56KbpsのFAXモデムを

内蔵している。また、シャープでは人気のザ

ウルスラインアップのほかにウィンドウズCE

搭載のカラーハンドヘルドPC「HC-1200」

を出展した。バックライト付きの6.5型STN

カラー液晶採用で、16MBのメモリー、

33.6Kbpsモデム、IrDA端子を標準で装備

し、オプションでデジタルカメラカードの装着

もできる。しかし、シャープのCE機は企業

向けの販売（すでに営業を開始）で、一般

には発売する予定はないというのが残念だ。

ハンドヘルドPCは、企業向けにネットワ

ーク対応に力を入れたり、データ連携機能

やデータベースの共用など、オリジナルのア

プリケーションを用意するメーカーが多いが、

ここでは、ビジネスユーザーだけでなくパー

ソナルユーザーも注目と、両者の境目が表立

って見えなくなっているようだ。

次世代通信W-CDMAを

アピールするドコモ
インターネット／モバイルゾーン内でひと

きわ目立ったブースがドコモ（NTT移動通信

網）だ。医療機関や船舶などに利用されて

いる衛星移動通信サービスやポケットボード、

Dialoなどのモバイルツール、ポケベルを利

用した情報サービス「インフォネクスト」と

いった馴染みのサービスが勢揃いした。ブー

スの一角では次世代移動通信システムとし

て注目されている「広域帯CDMA」（W-

CDMA）を紹介。システムの説明のほか、

開発中の機器をアクリルケースの中に収容し

て展示した。ISDN同等の通信品質を保ちな

がら、384Kbpsのデータ伝送ができる（フ

ィードトライアルでは最大2Mbpsの高速デ

ータ通信に成功している）ため、動画像の

データ伝送も問題ないと考えられる。このた

め、参考出展されたW-CDMA対応機器も

動画を意識したものとなっていた。移動テレ

ビ電話の「モバイルビデオウェブホンD」や

液晶画面を搭載した携帯電話型の「ビジュ

アルホンP」、ザウルス型の「モバイルマルチ

メディアコミュニケーターSH」やPCカード

型端末が展示され、それぞれの機器が

64Kbps対応（携帯電話型は32Kbps）。

W-CDMAは2000年中のサービス開始を目

指し、開発が進められている。

ソフトウェアゾーンで気になる

新製品
日本アイ・ビー・エムでは、ホームページ

作成ソフトの最新版「ホームページ・ビルダ

ー2000」を参考出展した。ホームページ・

ビルダー2000は、ダイナミックHTMLやカ

スケーディングスタイルシート（CCS）に対

応し、テンプレートも充実してさらに使いや

すくなっている。3分割されたウィンドウで、

WYSIWYGでのプレビューやサイトのディレ

クトリー構造、画像などの部品を一目で見

られるなど、操作性が向上した。さらに、

FTPによるファイル転送もこのソフト上でで

きるようになった。11月中旬発売の価格は

14,800円を予定している。

東芝では、MPEG4を使用した映像配信

ソフト「MobileMotion」を参考出展した。

このソフトだけで、専用の機器を使わずに汎

用のコンピュータや既存のネットワークで

MPEG4画像の作成や編集ができる。これに

よって、動画を利用した魅力あるコンテンツ

を簡単に配信できるようになる。

次世代PCインターフェイスと

iMacに注目
ハードウェアゾーンでは、次世代インター

フェイスのIEEE 1394とUSBのパビリオンが

出現。パネルで仕様を説明するほか、各社

による参考出品があった。IEEE1394関連で

は、ハードディスクやCardBUS対応のPCカ

ード、ケーブル、計測機などが並んだ。USB

は、iMac対応を謳ったものが多く、外観を

iMacに似せた色合いのスケルトンタイプに

仕上げた製品が多く展示された。松下電器

産業／イメーションのiMac専用120Mバイ

トのスーパーディスクドライブやヤノ電器の

フロッピーディスクドライブなど、iMacと並

べるとまさに専用の周辺機器といった感じ

だ。さらに、これらのブースの横にはiMacパ

ビリオンがあり、iMacの体験スクールが開

かれ、こちらも人気を博した。アップルのブ

ースの混雑ぶりや総合受付の入り口付近に

出現した巨大iMacなど、今回のWORLD

PC EXPOの目玉の1つになっていた。

このほか、セキュリティー関連製品やグラ

フィックソフトなど至るところでビジネスユ

ーザーとパーソナルユーザーの垣根なしの展

示が行われた。21世紀の新技術を目の当た

りにできた展示会であるうえに、注目の製品

が目白押しで、334,978人といった過去最

高の集客がこのイベントの興味深さを物語る

格好となった。
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趣向を凝らしたパッケージ販売
この新バージョンは「ポストペット2001」

という名称で、12月12日にペットなどのミ

ニフィギュアセットが付いたスペシャルパッ

ケージ（5,980円）をまず発売し、追って12

月25日に通常パッケージ（3,980円）を発

売する予定だ。前バージョンと同様、各パッ

ケージはハイブリッド版CD-ROMの同内容

のものが2枚入っており、1枚は自分で使い、

1枚は親しい人にプレゼントして一緒に楽し

もうというメッセージがこめられている。

ペットの行動がさらに

バラエティー豊かに
新バージョンの特徴として、まずペット

の数がこれまでの4種類から8種類に増えた

ことが挙げられる。新ペットはハムスター、

フクロペンギン、イヌ、ひみつメカという

ラインアップで、事前に行ったペットのリ

クエスト募集結果を踏まえつつ、架空の動

物まで登場したバラエティーにあふれたも

のだ。それぞれのペットの特性に合わせた

アクションも披露されるのが楽しい。

また、ペットの行動と世話についても新

メニューが加わり、部屋に来たゲストを洗

える、専用のおもちゃ、ペットがパワーア

ップするなどの効果を持つ「ふしぎおやつ」

の登場など、これまで以上に多彩なペット

の反応を楽しめるようになった。

新バージョンには「花」というテーマが

あり、パッケージやフォルダーなどに花が散

りばめられているが、さらにある条件のも

とでペットでメール送信すると、ペットが

花を配達に来る「花機能」が追加されて

いる。どんな条件で配達されるのか、気に

なるところだろう。

メールソフト機能が増して

セキュリティー対策も考慮
肝心のメールソフト機能では、ソート機

能と文字検索が新たに追加された。また、

一括送信も可能となり（ペットメールは不

可）、APOPの設定もできるなど、ヘビー

なメールユーザーの利用にも堪えうる設計

となった。反面、メールの自動振り分け機

能などは今回も付いていないのが残念なと

ころだ。

ほかにも、アドレス帳にあたる「おともだ

ち帳」が編集可能になったり、配達中にペ

ットデータが壊れる事故を予防するため、バ

ックアップが簡単にとれる機能を持つなど、

ポストペットユーザーから以前より挙がっ

ていた不満が解決された内容となっている。

「おもちゃを作っている感覚」

～開発者の八谷氏
WORLD PC EXPO最終日には、多数の

ポストペットユーザーを集めて新バージョン

の一般発表会が行われた。席上で開発者

の八谷和彦氏が「ソフトウェアを作ってい

るというより、おもちゃを作っているような

感じです。だから、ポストペットには小さ

な遊びがたくさん詰まっています」と発言

し、訪れたユーザーたちを沸かせていた。

「ポストペット2001」の発売に先駆け、

ソネットが運営するポストペットユーザー向

けのコミュニティーサイトである「ポストペ

ットパーク」の大規模リニューアルも行わ

れる。この号が発売するころには新しいコ

ンテンツでお目見えしている予定だ。

また、現在ドイツとシンガポールでβバ

ージョンが公開中だが、シンガポール版に

ついては正規版の開発が進んでおり、「日

本のポストペットユーザーが悔しがるような

ものを作るとシンガポール版の開発者が言

っていました。日本で買えるかどうかわか

りませんが、僕も欲しいです」（笑）と八谷

氏。海外エキシビジョンでの受賞も多いポ

ストペットだけに、今後の展開も楽しみだ。

予告：11月28日発売の次号にて、「ポストペット
2001」発売直前企画を行います。お楽しみに！
jhttp://www.so-net.ne.jp/postpet/

新ペットに加えてメールソフト機能も充実

ペットがメールを運ぶ「ポストペット」の新バージョン登場！
昨年11月の発売からすでに13万個以上の売り上げを記録し、異例のヒットとなっ

ている「ポストペット」（ソニーコミュニケーションネットワーク）。その新バージョン

の詳細がWORLD PC EXPOの会期中に発表された。新ペットの登場でペットが全

部で8種類になり、メールソフトとしての機能が強化されたことが大きな特色。使い

やすさがさらに増し、より広い層に訴えるソフトになっている。 編集部

Product

「ポストペット2001」の画面より。「ひみつメカ」がお

もちゃのモモ人形と遊んでいる様子

新ペットの1つ「フクロペンギン」。

※画面は開発中のものです。
©1996-1998 Sony Communication Network Corporation. All rights reserved.

スペシャルパッケージとおまけのミニフィギュア
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ネットワーク機能を標準装備した次世代ゲームマシン

「ドリームキャスト」29,800円で
11月27日に発売
セガ・エンタープライゼズは10月6日、都内のホテルで流通関係者やプレス関係者

などを対象に「SEGA New Challenge Conference Ⅱ」を開催し、11月27日

に発売の、モデムを標準装備した世界初のゲームマシン「Dreamcast」の価格やソ

フトウェアラインアップ、ネットワークサービスの展開などを発表した。 編集部

次世代を担う家庭用情報端末
発表会の開催にあたって挨拶に立ったセ

ガ・エンタープライゼス代表取締役会長の

大川功氏は、従来のゲーム機との違いは通

信機能を標準装備している点だということ

を強調し、「Dreamcastはゲーム機だけに

とどまらず家庭用の情報端末として大きく

発展していく製品になる」と発言した。

次いで壇上に立った入交昭一郎社長が、

Dreamcastの価格が29,800円に決定した

ことを発表し、Dreamcastに同梱される

通信ソフト「Dream Passport」の機能や

ネットワークサービスについて説明した。

これによると、同梱のDream Passport

を使ってセガのホストサーバーに接続すれ

ば、その場でIDが発行されて即座にインタ

ーネットにアクセスができるとのことだ。イ

ンターネットの接続料金に関しては、年内

は無料を検討しているが、その後は従量課

金制を採用する予定となっている。接続料

金の支払い方法は、Dreamcastユーザー

の多くがクレジットカードを所有していな

いと思われる低年齢層であることを意識し

て、コンビニエンスストアなどで購入でき

るプリペイドカード方式を利用する。もち

ろん、すでに加入しているプロバイダーを

利用してインターネットにアクセスすること

も可能だ。なお、当初のDream Passport

には独自のWWWブラウザーを搭載するが、

近い将来にはマイクロソフト社のWWWブ

ラウザー「インターネットエクスプローラ」

を搭載する予定であるという。また、ウェ

ブ･ティービー・ネットワークス社との提携

により、来春にはDreamcastを使って

WebTVも楽しめるようになる。Dream

cast用のWebTVブラウザーは現在開発中

で、Dreamcastに同梱される申し込みは

がきを送ると後日無料で送付される。

充実した

ネットワークサービス
セガは、Dream Passportを使ったイン

ターネットへのアクセス機能や電子メール

の送受信機能だけでなく、Dreamcastユ

ーザー向けにさまざまなインターネットのコ

ンテンツサービスを展開する。まずは

Dreamcastの発売と同時にDreamcastオ

フィシャルホームページ「Dricas」をオー

プンする予定だ。Dr i casにはDream

Passportを使えば即座にアクセスできる。

このホームページではDreamcastに関する

最新情報のほか、望月三起也氏ら著名なマ

ンガ家による「日替わりマンガ」連載や日

本地図上にDreamcastを利用しているユ

ーザーがどこにいるかを表示する「どりーむ

まっぷ」、ネットワーク上のバーチャルメー

ルフレンドにメールを送ると自分宛に返信

が送られてくる「Mail Chum!」、Dream

castの情報が送られてくるメール新聞

「Daily DC News」などが予定されている。

また、Dreamcastと同時発売されるレー

シングゲームソフト「セガラリー2」ではネッ

トワーク対戦ができる。ただし、これはイ

ンターネットを使ったネットワーク対戦では

なく、セガのホストコンピュータにアクセス

する方式となっている。通信サービス料は

無料、電話料金は全国一律となっている。

ネットワーク機能を利用した

発売キャンペーン
セガではDreamcast発売キャンペーンと

して発売日から来年1月20日まで、Dream

castのネットワーク機能を利用した「ハン

カチメール落としキャンペーン」を実施す

る。本体付属の「Dream Passport」を利用

し、セガのサーバーにアクセスしてIDを登録

すると、セガではIDを元に1分に1回抽選を

行い、当選者には「ハンカチメール」と呼ば

れる電子メールを送信する。一定時間以内

にこの当選メールに気付いて返信をすれば、

キャンペーングッズがもらえるというもの。

Dreamcastの充実したインターネットサ

ービスやキャンペーンには、セガのネットワ

ークにかける意気込みが強く感じられる。

モデムを標準装備した世界初のゲームマシ

ン「Dreamcast」は一般家庭をインター

ネットへと導く製品となることに間違いは

ないだろう。

jhttp://www.sega.co.jp/dreamcast/

着脱可能なモデムを標準装備した

Dreamcast本体と専用コントローラー

左からセガの代表取締役社長の入交昭一郎氏、同社

渉外・流通担当専務取締役の湯川英一氏、同社第二

AM研究開発部部長の鈴木裕氏、セガ・ミューズ会長

の毛塚敏郎氏、カプコン常務取締役の岡本吉起氏、セ

ガの取締役の岡村秀樹氏

Product
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既存のインフラで利用できる

メッセージサービス
「テレポストサービス」は、既存のインフ

ラを利用して、電話、FAX、電子メールの

メッセージを一括管理するサービスで、ビ

ジネスユーザーだけでなくパーソナルユーザ

ーまでも対象にしている。すでに7月よりサ

ンフランシスコやロンドンなどで試用されて

いるこのサービスでは、メッセージセンタ

ー、コンファレンスセンター、プレゼンテ

ーションセンターなどを提供する。

テレポストメッセージセンターは、ネッ

トワーク上に各自専用のメッセージボック

ス（電話番号とメールアドレス）を設置し

て、その番号に電話あるいはFAX、電子メ

ールといったメッセージを送る。メディアに

依存することなく、すべての情報をメッセ

ージボックスで管理し、受信者はWWWブ

ラウザー上でメッセージの有無や内容を確

認できる。代表番号制を導入している日本

の企業ではダイアルインのように直接個人

あてに電話をするのは難しい。このような場

合に、テレポストメッセージセンターを個人

あてのFAXあるいは留守番電話サービスと

考えればかなり有用だ。

サービスを利用するには一般の電話回線

とインターネットに接続できる環境だけが

あればよく、世界中どこからでも自分あての

メッセージを確認できる。さらに、電話を

使って、FAXの受信の有無を確認したり、

メールの文書を音声変換して読み出したり

もできる。これによって、モバイルツール

を持たなくても、外出先のパソコンや電話

でメッセージを受けられるようになるのだ。

インターネットと電話を

組み合わせた会議システム
テレポストコンファレンスセンターでは、

会議の主催者がウェブページから参加者を

指定すると、テレポスト内のサーバーが電

話をかけて参加者を増やし（同時に9人ま

で）、リアルタイムに電話を使った会議が

できる。主催者は参加者個々に対して回線

切断や保留、秘話、途中参加などを自在

に操れる。さらに、テレポス

トプレゼンテーションセンター

を同時に利用すれば、マイク

ロソフトパワーポイントなどで

作ったドキュメントをウェブ上

で共有できる（200人まで）。

電話で会話をしながら、ペー

ジの重要部分にポインターを

指し示したり、チャットを併

用できたりする。「ネットミー

ティングと違って、会議の主催者のデスク

トップからすべてをコントロールできるのが

特徴」とプローシュ氏はいう。また、プレ

ゼンテーションしたあとに、マイクロソフト

ワードやエクセルなどで作ったドキュメント

の送信も行える。世界各地にいながら双方

向の会議ができるのだ。

サービス開始は来年初頭
テレポスト社は、このサービスをプロバ

イダー向けに販売し、ユーザーはプロバイ

ダーからサービスを受ける形になる。

プローシュ氏はいう。「すでに持っている

インフラやアプリケーションを使ってサービ

スをするというのがポイントです。すべての

情報にブラウザーでアクセスできるので、パ

ソコンや電話の機器の違いは問題になりま

せん。専用のサーバーも必要ないため

SOHOや中小企業での使用にも適していま

す。従来は、自分の音声メッセージを確認

するのに、国際電話をかけたり、FAXも誰か

を介して受け取ったりしなければなりませ

んでした。しかし、このシステムではイン

ターネットに接続する環境さえあれば、低

価格で利用できます。つまり、テレポスト

のサービスは新しいメッセージ管理の姿と

いえるでしょう。ビジネスでもパーソナルユ

ースでも、コスト、機能性、生産性などあら

ゆる面でこれまでより優れたサービスだと思

います。そして、何よりもアピールしたい

のは“楽しく利用できる”ということです」

なお、1999年1月より本サービスを稼動

し、テレポストメッセージセンターの初年

度会員数は10万人を目標としている。

jhttp://www.telepost.net/

米テレポスト社インターナショナル

営業担当副社長ジョン・プローシュ氏

電話／FAX／メールを統合したメッセージシステムを発表

テレポスト社の新サービスと展望
次世代コミュニケーションサービスを提供するCTI技術のグローバル企業、テレポ

スト社は、電話／FAX／電子メールを統合したエンドユーザー向けの新サービスを

日本市場に導入していくとWORLD PC EXPO 98会場で発表した。この機に来

日した米テレポスト社インターナショナル営業担当副社長のジョン・プローシュ氏

にこのサービスの概要と展望について聞いた。 編集部

Service

テレポストコンファレンスセンターの設定画面
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Q：御社の製品は非常に低価格で販売され

ています（米国では999ドルから販売）。今

までのサーバー製品というと非常に高価な

イメージがあるのですが、この戦略的な価

格のメリットはどこにあるのでしょうか。

デウィット：最初の製品コンセプトとしてイ

ンターネットに特化したサーバーを1000ド

ル以下で提供するということを考えていま

した。このような価格にすることで幅広い

市場をターゲットにできます。中小企業から

支社、教育施設といった比較的小規模なオ

フィスも市場として獲得できます。これは

非常に大きな市場なのですが、今までの高

価なサーバーでは獲得できませんでした。

また、一般の家庭という市場も考えてい

ます。しかし、この市場が成立するには価

格のほかに製品の使いやすさや家庭への高

速なネットワークが必要になります。価格

に関していえば、ほかの電化製品と同じよ

うに700ドル以下でなければなりません。私

たちはこのような製品を提供できますが、

市場の形成はネットワークを提供する会社

に依存します。

Q：サーバーに要求されるのは信頼性です

が、この低価格な製品で信頼性を提供でき

るのでしょうか。

デウィット：サービスの提供を考えるとサー

バーの信頼性は必要不可欠です。このた

め、アーキテクチャーには非常に力を入れ

ました。また、キャッシュサーバー製品は

クラスタリング機能によって信頼性を高め

ています。たとえばキャッシュキューブとい

う製品には「インスタキャッシュ」という

独自のクラスタリング技術によって最大6

台までクラスタリングができます。他社の

キャッシュサーバーの多くはホットスワップ

ディスクなどによって非常に高い価格が設

定されています。しかし、私たちは2000ド

ル以下の価格で提供し、必要に応じて拡張

できるようにしています。

Q：すべての製品がサーバーOSとしてLinux

を採用していますが、これはどのような理

由からでしょうか。

デウィット：すべてのアプリケーションにと

って、これが一番いいというわけではあり

ませんが、インターネットサーバーとしての

機能を提供するにはLinuxが適していると

判断したからです。なぜなら、開発者が

Linuxのソースを使えるのでより信頼性の

高いアプリケーションを作れるからです。ま

た、Linuxはライセンスフリーなので製品の

価格を下げられます。

Q：Linuxを含めた製品のサポート体制は

どのようになっていますか。

デウィット：Linuxのサポートが心配だとい

う声をよく聞きますが根拠のないことで、

Linuxのサポート体制は非常にしっかりし

ています。ソースが公開されてるので、世

界中の開発者がサポートでき、日々進化さ

せています。私はLinuxほど開発者による

適切な指導があるOSはないと思っていま

す。さらにコバルトネットワークス社では、

どのような市場にどのようなアプリケーショ

ンを投入しても、すべてWWWを通じてパ

ッチやソフトウェアを提供する予定です。

Q：御社の製品はサーバー製品としては珍

しくデザインがすぐれていると思います。こ

れも戦略の1つなのでしょうか。

デウィット：人々に喜んでもらう技術を作

るのは非常に難しいことです。しかし、見

て面白い製品であれば自然に興味が湧いて

くるものです。そしてそれが技術を使う恐

怖感を消してくれるかもしれません。iMac

がいい例ですが、将来はさまざまなメーカ

ーがデザインにすぐれた製品を提供してく

るでしょう。

Q：今後どのような製品を出す予定ですか。

デウィット：将来はファイアーウォールなど

の機能を持った製品を考えています。ただ、

この業界では機能を何でも付け加える傾向

がありますが、1台のコンピュータで何でも

できる製品は避けたいと思っています。

米コバルトネットワークス社CEOステファ

ン・デウィット氏（写真右）とコバルトネッ

トワークス社日本法人代表取締役北島弘氏

米コバルトネットワークス社CEOステファン・デウィット氏に聞く

コバルトネットワークが切り開く
シンサーバー市場
インターネットに特化したユニークなサーバーを販売しているコバルトネットワーク

ス社の日本法人がこの10月に設立された。同社の製品によって、シンサーバーという

今までにない小規模サーバーの市場が生まれている。今回は設立に合わせて来日し

たデウィット氏に同社の製品の特徴および販売戦略について聞いた。 聞き手：編集部

Interview

コバルトラック（写真左）

とコバルトキューブの外観
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素早く簡単に社内ホームページを作成

イントラネット構築キットを無償配布
マイクロソフトは、NTサーバー、IIS、Office97、FrontPage98を使ったイント

ラネットソリューションを簡単に利用できる「イントラネットスピード構築キット」

の無償配布を開始した。既存の4つのソフトをそれぞれ組み合わせれば、誰でも簡

単にイントラネット環境を構築できるとして、マイクロソフトがイントラネットを提

案する。 編集部

Product

提供される「イントラネットスピード構

築キット」は、ビジネスソリューションセ

ンター、基本イントラネットテンプレート、

イントラネットモジュール、プッシュ技術

のサポートといった4種類の素材を収録し

ている。HTML形式のマニュアルがベース

で、さらに「他のグループとプロジェクト

を共有」などの12種類のビジネスソリュー

ションから目的のものを選ぶと7種類のイン

トラネットモジュール（チャンネル定義、

データベースアプリケーション、自動更新

ニュースなど）のうち2つが自動的に選択

され、グラフィカルなマニュアルが表示さ

れる。これに従い、各種の設定を行えば掲

示板やデータベース環境が作れる。CGIの

プログラムを組まなくても、フロントページ

でASPを使った掲示板がテンプレートとし

て用意されている。また、アクセスとのデ

ータ連携も簡単にできる。構築キットはマ

イクロソフトのホームページからダウンロー

ドでき、さらに抽選で3,000名にFrontPage

98の日本語期間限定体験版とWindows

NT4.0 Option Packを一緒にしたスペシャ

ルパッケージが当たるキャンペーンを11月

末まで開催している。なお、本誌付録CD-

ROMに構築キットとFrontPage98の体験

版を収録している（CD-ROM収録先【B】

Intranet）。

jhttp://www.microsoft.com/japan/

ビッグバンで異業種や外資の参入が本格化

業界再編に拍車をかける
インターネット証券トレード

長引く不況と市況の低迷で、証券業界は業界再編の真っ只中にある。なかでもイ

ンターネット証券トレードは、コスト削減により手数料を大きく下げてサービスを

提供できるため、外資系企業をはじめ、ハイテク、通信、商社などの異業種も参

入の機会を狙っていると言われている。最近の動向を追ってみたい。 編集部

ソフトバンクは10月2日、子会社のイ

ー・トレード株式会社（米国Eトレード社

との合弁会社）が中小証券会社の大沢証

券の全発行済み株式を取得し、同社を買

収したと発表した。今回の買収でイー･ト

レード社は、東京証券取引所の会員権お

よび証券免許の両方を取得して、来年にも

インターネットを使ったサービスを開始す

る。当面はインターネットのほかにも、コ

ールセンターや自動音声応答システムを使

った営業も展開していく。

また、10月6日には業界中堅の今川証券

と三澤屋証券が対等合併を発表した。今

川証券は97年1月にインターネットを使っ

たサービスを始め、AOLや住友銀行との提

携など積極的にサービスを充実させてきた。

今回の合併は、両社のインターネット証券

トレードを一体化させることでこの分野で

確固たる地位を築き、激化する競争に打ち

勝つのが狙いだ。合併新会社の社名は「今

川・三澤屋証券株式会社」（仮称）。

一方、米国企業と組んで証券業務に参

入すると一部で報じられたソニーだが、同

社では10月14日現在「証券業務進出につ

いては提携先も含めて具体的なことは決ま

っていない」とコメントしており、噂され

る米国企業との合弁会社設立を否定しな

がらも「規制緩和の流れを捉えてさまざま

な可能性を模索している」と証券業務参入

の可能性も示唆している。なお、ソニーは

すでにグループ内に生命保険会社を持ち、

来年は損保事業にも参入する予定だ。

98年4月よりインターネット証券トレー

ドサービスを手がけている明光証券が、松

下電器産業系のナショナル証券との対等合

併を発表したのは9月30日。合併後の存続

会社は明光証券で、インターネット分野も

含めた今後の事業展開は未定だが、明光

証券の現在のサービスは当面継続していく

という。

米国では個人の株取引の2割を占めるイ

ンターネット証券トレードだが、日本での

割合はまだ微々たるものに過ぎない。しか

し日本でも除々に役者がそろい始めており、

インターネット証券トレードを取り巻く環

境からは今後も目が離せないだろう。

イントラネットスピード構築キットのストーリー画面

検索画面などもテンプレートが用意されているので社内

ホームページも簡単に作れる

Trading
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NECが
モバイルギアⅡの
新製品を発表

NECが
ワイヤレスTA専用
低価格子機を発売

日本電気は、ワイヤレスTAの「Aterm

IW60シリーズ」専用子機（リモートステ

ーション）「AtermRS10」を11月上旬に

発売する。離れた場所でISDNを利用した

い場合、従来はDSU内蔵のAtermIW60

HS DSUとAtermIW60を親子にして利用

していた。しかし、この組み合わせは10万

円以上かかるため、専用子機が発売され

た。9ピンのRS-232Cポート1つとブランチ

接続できるアナログポートを1つ搭載してい

る。価格は24,800円。

jhttp://aterm.cplaza.ne.jp/

ケンウッドが
CD-ROMタイプのモネ対
応カーナビシステムを発売

オーディオテクニカが
雷サージからパソコンを
守るOAタップを発売

オーディオテクニカは、電源線と電話線

の両方から侵入する雷サージによってパソ

コンやAV機器が故障しないように、これを

ガードするOAテーブルタップ「SURGE

BUSTER ATC-SB11」を発売した。コン

セント口は3個で、ケーブル長は1.5メート

ル。電話線は6極2芯モジュラー専用。モ

デムやDSUも接続できる。稼動状況を知

る動作インジケーターを装備。価格は

6,000円

jhttp://www.audio-technica.co.jp/

ヤマハが中小規模ネット
ワーク向け小型軽量の
ルーターを発売

メガソフトが
TAで直接FAXを送れる
ISDN統合ツールを発売

メガソフトは、ウィンドウズ95/98/NT

4.0に対応したISDN統合コミュニケーショ

ンソフト「RVS-COM Lite」を11月6日に

発売する。独RVS社により開発されたソフ

トで、5月に発売された「RVS-COM

STANDARD」（28,000円）から、「TA

FAX」、「ファイル転送」、「テレフォニー」

の機能を取り出してウィンドウズ98に対応

させた製品。FAXモデムがなくても直接

FAXの送受信ができる。価格は9,800円。

jhttp://www.megasoft.co.jp/

Product Product Product

Product Product Product

本体寸法はW130×D64×H205（mm）

デジタル携帯電話接続インターフェイスを収容 価格はGTZ-600Wが198,000円、MC-1000は39,800円 本体寸法はW164×D120×30.5（mm）

RVSファックスビューア画面

日本電気は、ウィンドウズCE 2.0搭載

のカラー版モバイルギアⅡの新製品「MC-

R510」を発表した。これは、MC-R500

の後継機で、変更点は、処理の速いVR

4121CPUの採用、10時間の駆動時間、56

Kbps（V.90）のモデム内蔵、バックライ

トの輝度の多段階調整、開閉度170度な

ど。専用のリチウムイオン充電池のほかに、

オプションでレスキュー乾電池パックが用

意されており、単3形乾電池4本でも駆動

できる。価格は110,000円。

問い合わせ●日本電気㈱TEL 03-3798-2088

ケンウッドは、情報通信ネットワークサ

ービス「MONET（モネ）」に対応したカ

ーナビゲーションシステム「GTZ-600W」

を10月15日に発売した。本体の「GZ-

600」と7インチワイドTV「LZ-770W」、

VICS/FM多重チューナーをセットにした製

品で、買ったその日からFM多重放送やTV

放送が楽しめる。オプションのコミュニケ

ーションユニット「MC-1000」で、携帯

電話を使ってモネの情報を入手できる。

jhttp://www.kenwoodcorp.com/j/news/
nr_kenwood980924.html

ヤマハは、動作の安定性や使いやすさで

定評の「RT102i」の後継機種「RT103i」

を10月1日に発売した。基本機能は

RT102iと変わらないが、ファームウェア用

のメモリー容量を2倍にしたほか、PIAFS

通信にも対応した。ISDN番号による識別

着信やパケットフィルタリング、PAP/CHAP

などでセキュリティーを確保するほか、デ

ータの暗号化や相手の認証を行うIPsec機

能を搭載とVPN構築が可能になっている。

価格は158,000円。

問い合わせ●ヤマハ㈱システム機器事業部 TEL
0539-63-0082

AtermIW60HS DSUとのセット販売も行う（74,800円）
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インクリメントPが
文字をアニメーション化
させるメールソフトを発売

エイチツーソフトが
メール専用暗号化
ユーティリティーを発売

エイチツーソフトは、インターネットを

流れる電子メール専用の暗号化ユーティリ

ティーソフト「暗号メール」を発売した。

暗号化したい文章の一部をコピーして、ア

イコンをクリックし、暗証鍵を入力するだ

けで暗号メールができ上がる。ウィンドウ

ズのエクスプローラでファイルを直接指定

して暗号化することもできる。受け手側は

ソフトを持っていなくてもよい。ただし、ウ

ィンドウズ環境専用。価格は6,800円。

jhttp://www.h2soft.co.jp/

アドビシステムズが
ウェブグラフィックス
作成支援ツールを発表

東芝が
チャット翻訳機能搭載の
翻訳ソフトを発売

東芝は、チャット翻訳機能やインターネ

ットニュースとメールの翻訳機能を搭載し

た「The翻訳インターネットV3.0」を発売

した。24万語の英日辞書と12万語の日英

辞書を搭載したほか、翻訳スピードと精度

が前バージョンより向上している。HTML

3.2への対応に伴って対応タグ数が増加し、

原文のレイアウトをより忠実に維持して翻

訳できるようになっている。ウィンドウズ

95/98/NT4.0用。

jhttp://eiplaza.toshiba.co.jp/

三井物産が
イントラネット対応の
電子会話サービスを開始

ロゴヴィスタから
初の本格的日英
翻訳ソフトが発売

カテナは、ロゴヴィスタブランドのウィ

ンドウズ版日英翻訳ソフト「JtoE Ver.1.0」

を発売した。翻訳エンジンは、構文解析の

ほか、辞書に意味情報を持たせてより高い

翻訳精度を実現する「意味トランスファー

方式」を採用。これは、翻訳しようとする

単語が人名か物なのかを区別し、より正確

な英文にする仕組み。また、辞書引きや訳

語置換といった編集機能が並行して使える

「対話型翻訳」を装備。価格は59,800円。

jhttp://www.catena.co.jp/sp/

Product Product Product

Product Product Product

作成できる文字アニメーションの例 ウィンドウズ版、マック版ともに23,800円 オフィスでも利用できる会話ツール

価格は英日/日英版が16,800円、英日版が12,800円メール作成側はウィンドウズ95/98/NT4.0環境 一般辞書84,000語で、別途専門辞書も発売

インクリメントPは、文字をアニメーシ

ョン化させて手軽に効果的なメッセージを

送信できるメールソフト「ダイナミックタ

イポライター」を発売した。アニメーショ

ン文字はフォントを設定するような感覚で

アニメーションの種類を指定できる。イン

パクトのある「動く」文字を作れるので、

プレゼンテーションやホームページの素材に

も利用できる。ウィンドウズ95/98/4.0対

応。価格は7,800円で11月27日発売予定。

jhttp://www.incrementp.co.jp/pc/dynatypo/

アドビシステムズは、プロのウェブデザイ

ナーでなくても、一般のユーザーが簡単に

短時間でウェブページを作成して更新でき

る支援ツール「Adobe ImageStyler 日本

語版」を来年1月に発売予定であると発表

した。ユーザーインターフェイスがPhoto

shopなどのほかのアドビ製品と同じなので、

魅力的なグラフィックスを違和感なくペー

ジに加えられ、ウェブデザインを専門に勉

強していなくても簡単に使用できる。

jhttp://www.adobe.co.jp/product/imagestyler/

三井物産は、インターネットやイントラ

ネット対応の電子会話サービス「キュリオ

ホットライン」を開発し、10月よりサービ

スを開始した。登録しているユーザー同士

でネットワークにつながっているかどうかが

一目でわかり、リアルタイムに電子メール

のやりとりができる。三井物産運営のサイ

バーモール「キュリオシティ」が開発した

もので、バナー広告によって運営される。

ウィンドウズ95/NT4.0用で利用は無料。

jhttp://www.curio-city.com/

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1998/12 387

ソニーが
動画ファイルに対応した
画像管理ソフトを発売

トランソフトが
文書管理データベース
ソフトウェアを発売

トランソフトは、サンビジネスと共同開

発した文書管理データベースソフトウェア

「PDFエクスプローラ」を発売した。PDF

ファイルを効率的に管理し、データベース

の知識がなくても簡単に電子ファイリング

システムを構築できる。ドキュメントを登

録すると自動的に全文検索インデックスを

作成してあとで絞り込み検索ができる。ソ

ート、一括プリントなども可能。ウィンド

ウズ95/98/NT4.0用。価格は29,800円。

jhttp://www.transoft.co.jp/

エー・アイ・ソフトがデジカ
メの画像をDPE感覚
で印刷するソフトを発売

マックザウルスが
ネットワークで利用できる
動画作成キットを発売

マルチメディアソリューションを提案す

るマックザウルスがインターネットやイント

ラネットなど、ネットワーク用のビデオ動

画を作成するオールインワンのネットワー

クビデオキット「Cue！」を発売した。

MPEG1デジタルビデオ（DV）キャプチャ

ーボード、DVキャプチャーソフト、DV編

集ソフト、BGM自動作曲ソフト、DVライ

ブラリービューアー、DV圧縮ソフト、

Cue！QMプレイヤー、DV制作トレーニン

グCD、「Club Cue！」無償入会の全9点

をセット。Cue！はMPEG1データに加え

てビデオデータの圧縮ソフトである

「QualityMotion」を採用し、MPEG1デ

ータをさらに1/50に圧縮してネットワーク

で動画を利用しやすくした。

jhttp://www.macsaurus.co.jp/

トワイライトエクス
プレスが本格派オンライン
ゴルフゲームを発売

アルファ・オメガソフト
がオンラインヘルプ
デスクシステムを発売

アルファ・オメガソフトは、インターネット

を利用したヘルプデスクシステム「Foot

Prints Ver 2.2」を発売した。WWWブラウ

ザーと電子メールさえあれば、どんなコン

ピュータでも社内外を問わずに利用できる。

FootPrintsは、UNIXやウィンドウズNTサ

ーバー上に常駐するので、プラットフォー

ムに依存せず、どんなクライアントからも

アクセス可能。ウェブベースで管理するた

めカスタマイズも簡単ですぐに導入できる。

jhttp://www.alphaomega.co.jp/footprints/

Product Product Product

Product Product Product

静止画、動画ともにサムネイル表示ができる わかりやすいGUIで保存、管理ができる

PDFファイルを一括管理し、検索もできる 評価版がホームページからダウンロード可能

最大解像度1600×1200ピクセルで迫力の画像

ソニーは、大量のデジタル画像を管理す

るデジタルフォトマネージャーの最新バージ

ョン「PictureGear Ver.3.0」を11月10日

に発売する。動画ファイル（対応フォーマ

ットはMPEG1とAVI）も静止画同様に一

元管理ができるようになったほか、複数の

画像を合わせて1枚のパノラマ画像を作成

し、HTML化してホームページにアップロ

ードできるなどの新機能が満載。ウィンド

ウズ95/98/NT4.0用。価格は9,800円。

jhttp://www.sony.co.jp/ProductsPark/Models/

トワイライトエクスプレスは、インター

ネットを利用して全国のプレイヤーとオン

ライン対戦のできるゴルフゲーム「ゴルフ

オンライン98」を10月3日に発売した。IP

アドレスの入力なしに、専用プログラムか

ら直接サーバーにアクセスできる簡単設計。

日本の実在するコースが収録され、毎週土

曜日にトーナメントが開催される。10位ま

での入賞者には賞品が贈られる。ウィンド

ウズ95/98用で、価格は9,800円。

jhttp://www.twilight.co.jp/

エー・アイ・ソフトは、デジタルカメラで

撮影した画像を簡単できれいに印刷する

「デジカメde！！同時プリント」を11月20日

に発売する。デジカメからダウンロードし

た画像を一括で自動補正し、印刷物はDPE

サービスに匹敵するものを家庭のカラーイ

ンクジェットプリンターで実現させている。

インデックスプリント、焼き増し、シール

プリントなど6種類のDPEコースがある。ウ

ィンドウズ95/98/NT4.0用で6,800円。

jhttp://www.aisoft.co.jp/
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ANAビジネスクリエイトが
イントラネット用
パッケージソフトを発売

テラネットプロダクトが
ネット上に家を作るコミュ
ニケーションソフトを発表

テラネットプロダクトは、インターネッ

ト上に自分の家が持てるコミュニケーショ

ンツール「ログハウス」を12月に発売する。

自分の部屋を作り、そこがブラウザーやメ

ーラー、ホームページの役割を果たす。自

分好みの部屋や周囲の草木の成長、動物

の出現と使ううちに次第に変化が出てくる。

また、見知らぬ人からの贈り物やチャット、

友人の家を訪問といった遊びの要素が盛り

だくさん。ウィンドウズ95/98用。

jhttp://loghouse.terra.ksp.or.jp/

ファイルメーカーが
カード型データベース
ソフトの最新版を発売

ファイルメーカー社は、カード型データベ

ースソフトの最新版「ファイルメーカーPro

4.1」を10月末に発売する。現行バージョン

4.0機能をそのままに、企業ユーザーのデー

タベース管理システム（DBMS）に有効な

ODBC（Open DataBase Connectivity）

のインポートをサポートした。このため、ウ

ィンドウズとMac OSの完全プラットフォ

ームの実現やウィンドウズ98に対応し、企

業を中心により使いやすい製品を提供する。

jhttp://www.filemaker.co.jp/

バリアフリーが
ホームページの「漢字URL」
実験サービスを開始

バリアフリーは、インターネットのホー

ムページのURLに漢字やひらがなを利用で

きる新しい技術「漢字URL（仮称）」を開

発、9月15日より実験サービスを開始した。

漢字やひらがな、カタカナ、記号などの全

角文字をURLに使用できるので、普通の日

本語で入力でき、ホームページへアクセス

しやすくなる。実験サービスの第1弾は主

要官庁ホームページへの転送サービスが設

定されている（例http://RURL.NET/首相

官邸）。また、法人名や団体名を漢字など

の表記のままURLに使える（例 http://

RURL.NET/〒235-0036/バリアフリー）。

実験サービスのため、動作環境の変更や利

用者数が制限される場合がある。

jhttp://TEL.TO/045-776-3524/（バリアフリー）
jhttp://RURL.NET/（実験用）

三菱商事が
ウェブアプリケーション
サーバー新製品を発表

三菱商事は、国内総販売代理店をつと

める米アレイア社開発のウェブアプリケー

ションサーバー「ColdFusion 4.0 日本語

版」を発表した。ColdFusionは高性能な

ウェブアプリケーションであるほか、WWW

ブラウザー、サーバー、データベースをウ

ェブアプリケーションに統合する開発プラ

ットフォームとして定評がある。アレイア

社が独自に開発したCFML（HTMLに似た

マークアップ言語）で、パワフルでダイナ

ミックなウェブアプリケーションの開発を、

簡単、短期間、低コストで実現する。新

バージョンではさらに生産が向上し、複雑

で大規模なサイトへのスケーラビリティー

が強化された。製品ラインは3種類で12月

中旬発売予定。

jhttp://b-factory.com/jp/allaire/pr980924/

ポイントキャストが
ポイントキャストネット
ワーク最新版を提供開始

ポイントキャストは、10月16日より同社

のインターネット情報配信サービスを受信

するためのクライアントソフトの最新版「ポ

イントキャストネットワーク2.6日本語版」

の提供を開始した。初回更新時の時間が

従来バージョンの2.0と比較し、約30％短

縮されるなどパフォーマンスが向上したほ

か、IPマルチキャストに対応、ネットワー

ク負荷を軽減した。2.0および2.6ベータ版

からの自動差分アップデートが可能。

jhttp://www.pointcast.ne.jp/

ウィンドウズ版、マック版ともに39,000円。ハイブリ

ッド版（2ユーザーライセンス）は59,000円

Product Product Product

Product Service Service

スケジューラー画面。クライアントライセンスフリーで

推定実売価格は50万円程度

インターネットに作った部屋の例 シネマ情報や新刊書籍情報も追加された

ANAビジネスクリエイトは、数十名から

500名規模の中小企業で利用できる簡易グ

ループウェアパッケージ「in 虎の巻」を発売

した。特別なプログラミング知識を必要とせ

ず、現在使用しているウェブサーバーにイン

ストールするだけですぐに使える。標準パッ

ケージは、掲示板、施設・備品予約、スケジ

ューラー、アドレス帳の4項目で構成される。

ウェブベースでカスタマイズが可能。

問い合わせ●ANAビジネスクリエイト㈱ TEL 03-
3224-2511
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産経Web-S、電子朝刊の
記事配信サービスが
クレジットカード決済を採用

産経新聞社が発行する電子新聞「産経

Web-S」と「産経電子朝刊」が、10月よ

りオンラインでクレジットカードによる申し

込みができるようになった。同時に本格的

なインターネット商用サービスとして専用

のサーバーをPeople内に設置した。「産経

Web-S」はインタラクティブ型の電子新聞

で、朝刊のほぼ全部の記事と夕刊の主要な

記事や速報を掲載。過去5年の産経新聞の

記事検索もできる。個人読者は1か月

2,000円、法人（1口4ID）は5,000円で

「産経電子朝刊」も利用できる。「産経電

子朝刊」は一部を除きフルテキストで収録

されたダウンロード型の新聞。朝刊が早朝

4時までに入手できる。1か月1,000円（法

人は2,500円）。

jhttp://sankei.supermall.ne.jp/

オプトがホームページの
メールアドレス自動抽出
サービスを開始

ダイレクトマーケティング会社のオプト

は、指定のホームページに掲載されているウ

ェブ管理者や問い合わせ先などのメールア

ドレスを自動的に抽出してきて、データベー

ス構築をアウトソーシングするサービスを開

始した。独自ソフトの「あつメール君」を

使い、Yahoo！などの検索サイトやホーム

ページ、リンク集を集めたCD-ROMから指

定のホームページを検索して、その中にある

抽出したいメールアドレスを自動的に収集

する。これにより、手間やコストが削減でき

るというもの。料金はアドレス1件につき

100円（ミニマムチャージ2000件より）で、

自社のホームページの活性化などを狙って、

リンク貼りを依頼する企業や個人を対象に

販売する。

jhttp://www.optdm.co.jp/mail/

トーメンエレクトロニクス
がプラグイン/サーバー不
要のライブ中継を実験

トーメンエレクトロニクスは、米国でリ

リースが予定されているノープラグイン、ノ

ーサーバーソフトで、通常のウェブサーバ

ーからストリーミングオーディオをライブ中

継できる「Emblaze AudioLiveFeed」ベ

ータ版を使って実験ライブ放送を行った。

中継されたのは、10月3日、4日に成田山

新勝寺で開催された関東一の和太鼓祭り

「感動成田劇場」。インターネット放送局の

MegaTV Communicationの協力で実験

的に放送された。「Emblaze AudioLive

Feed」は、イスラエルのGEO Interactive

Media Group社が開発した製品でウィン

ドウズ95/98/NT4.0用。プラグインソフト

や専用サーバーが不要なので安価なライブ

中継ができる。

jhttp://www.jp.emblaze.com/

関西シンシアーが
京都・滋賀エリア限定
情報発信型検索サイト開始

関西シンシアーは、情報発信型検索サイ

ト「LOOKPAGE」を9月より開始した。ほか

の検索サイトと違い、京都、滋賀エリアに限

定している。地域密着型で、県下の法人、個

人の事業所約32万件のNTTタウンページデ

ータベースを持ち、このため名前や住所、電

話番号、業種の検索ができる。また、データ

との連動で地図情報などが載った関連ホー

ムページも案内でき、NTTの104番号案内

よりも強力にサービスを提供できるという。

jhttp://www.lookpage.co.jp/

アステル東京が
位置情報のデータ通信型
商用サービスを開始

アステル東京は、一般のユーザー向けに

「位置情報サービスデータ通信型（Pナビ/

データ）」を10月15日より開始し、7月か

ら試行されていたサービスが本稼動する。P

ナビ/データはアステル電話機でデータ通信

をしているノートパソコンや携帯情報端末

に、通信している人の現在地付近の地図や

レストラン情報を取り出せるサービス

（Mapionや駅前探検倶楽部などを利用）。

さらに企業が独自にアプリケーションシス

テムを作成すれば、位置情報を利用したビ

ジネス用システムが構築できる機能も持っ

ている。サービスの利用には特別な手続き

はいらないが、Pナビ/データ対応のアステ

ル電話機とデータカードが必要。

jhttp://www.astel.co.jp/tokyo/news/
981001.html

加データコム社が
日本でバナー広告
サービスを開始

インターネットバナー広告業界で成長を

遂げるカナダのデータコム社が日本法人を

設立、10月より日本でのバナー広告サービ

スを開始した。データコム社は最新のサー

バーシステムと独自開発のソフトウェアに

より、広告スポンサーおよび広告掲載サイ

トに対するバナー広告の効果状況をリアル

タイムに分析する。さらにバナー広告スポ

ンサーには、リーズナブルだが最大の広告

効果をもたらせるよう、カテゴリー分けさ

れたサイトを選択、的を絞った広告サービ

スを提供する。一方のバナー広告掲載サイ

トには、大手一流企業のバナー広告を掲載

するうえ、1クリックごとにUS＄10セント

（約13円）を支払う仕組みになっている。

jhttp://japan.datais.com/

Service Service Service

Service Service Service

検索の入口から目的のカテゴリーを選ぶ
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窓の杜が
電子メールでの
情報提供サービスを開始

DAJがいつでもほしい
イメージを購入できる
新サービスを開始

W3Cが「DOMLevel1」を
勧告、DHTMLの相互運用
の実現へ

ウィンドウズ用オンラインソフトの紹介

サイト「窓の杜」は、電子メールによる情

報提供サービスを10月15日より開始する。

「窓の杜」はソフトウェアのダウンロードサ

ービスやオンラインソフト利用者に対する

最新情報および内容評価記事の掲載で、

月間80万人が利用している。新しいメール

サービスでは、世界中ででき上がったウィ

ンドウズ用オンラインソフトの情報をいち

早くキャッチし、最新アップデート情報や

ニュース、登録情報、推薦ソフト紹介、コ

ラムなどを掲載する。配信は毎日1回で購

読は無料。ウェブと合わせた広告収入でサ

ービスを運営し、半年後には購読者数10

万人を目指す。

jhttp://www.forest.impress.co.jp/（窓の杜）
jhttp://www.ips.co.jp/（購読受付）

W3Cは、10月1日「DOM Level 1」をW3C

勧告として公開した。DOM（Document

Object Model）は、HTMLやXMLで作られ

た文書やデータをJavaなどのプログラミン

グ言語から操作するためのAPIの仕様で、

文書の内容や構造、スタイルをダイナミッ

クにアクセスするための、プラットフォーム

や言語に依存しないインターフェイスの基

礎を定義している。DOM Level 1では、

HTMLとXMLを表現するためにオブジェク

トをどう組み合わせ、どうアクセスするか

といったインターフェイスの標準化を提供

している。WWWブラウザー間の相互運用

性を提供するだけでなく、HTMLやXMLの

ツールを拡張するための方法を統一できる

ものだとしている。

jhttp://www.w3.org/Press/1998/DOM-REC

Yahoo! JAPANが
ミュージック・ブルーバード
と提携し新サービス開始

Internet Week 98
オンライン受付を
開始

エレクトロニックアート
イベント「イート金沢」が
アワード作品募集

ヤフーは、N2K JAPANが運営する世界

最大のタイトル数を誇るオンラインCDショ

ップの「ミュージック・ブルーバード」と

自社が運営する検索サイト「Yahoo！

JAPAN」との間で業務提携を行い、10月

7日から新サービスを開始した。具体的に

は、Yahoo！JAPANで音楽アーティスト

の名前を入れると、関連ホームページのリ

ストが表示されると同時に、ミュージッ

ク・ブルーバードが提供するそのアーティ

ストのディスコグラフィーへ導くアイコンが

Yahoo！JAPAN上に表示される。クリッ

クするとCDが注文できるようにディスコグ

ラフィー一覧画面になる。このため、わざ

わざ音楽サイトへ行かなくても簡単に音楽

CDが手に入るようになる。

jhttp://www.yahoo.co.jp/

インターネットの現在と未来を知る

「Internet Week 98」が12月15日から18日

まで、国立京都国際会館（京都市）で開催

される。日本ネットワークインフォメーショ

ンセンター（JPNIC）や日本インターネット

技術計画委員会（JEPG/IP）、WIDEプロジ

ェクトなど各参加団体主催のIP Meeting

やInternet Conference、 Java Confe-

renceなどをこの期間に集中開催させるほ

か、今年はチュートリアルやワークショッ

プをInternet Weekの共同企画として運営

する。ウェブページよりオンラインで参加

申し込みができ、参加料は各プログラムに

より異なる。なお、11月2日までにオンラ

インで申し込むと早期割引で、参加料が割

安になっている（詳細は下記URLを参照）。

jhttp://www.nic.ad.jp/iw98/

石川県金沢市が中心になって開催して

いるエレクトロニックアートフェスティバル

「eAT  KANAZAWA」（イート金沢）が、イベ

ントの開催に先立ってアワード作品の募集

を開始した。テーマは「深み或いは越境」

で、応募は年齢やプロ／アマの別を問わな

い。インターネット部門と動画部門があり、

応募締め切りは99年1月14日（木）。入賞

者には楯と副賞（ナナオ、アイ・オー・データ

製品）がそれぞれ贈られるほか、99年2月

25日（木）～27日（土）に開催されるイベン

トに招待される。贈賞式は99年2月25日

（木）に金沢市民芸術ホールで行われる。応

募要項の詳細は下記URLを参照。

jhttp://www.iia.or.jp/eat/
問い合わせ●イート金沢実行委員会
TEL 076-220-2031

Service Service Technology

Company Contest

カテゴリーでサムネイル表示されている

デジタルアーカイブ・ジャパンは、イン

ターネットを使って、いつでも好みの画像

が購入できるサービスを開始した。広告や

雑誌などで活躍するフォトグラファーによ

る高品質写真が50,000点以上用意され、

毎週1,000点以上の新作がアップされる。

ホームページから画像を選び、クレジット

カードなどの決済方法を指定する。ウェブ

用の72dpiイメージで2,000円（DAJメン

バーになると1,000円）。

jhttp://www.daj.ne.jp/

Event
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開始日 終了日 名称 概要 開催場所 主催・問い合わせ先

海 外

※カレンダーの日程はあくまでも予定です。お出
かけの際は、問い合わせ先へお確かめください。国 内

Computer Telephony Conference
& Exposition Japan98
jhttp://www.ctexpojapan.co.jp/

世界最大規模のCT国際トレードショー。CT
に関する最新製品や技術が一堂に集結。

ウィンドウズNTやイントラネット関連の機器
およびソフトの展示のほか、企業/ネットワーク
アプリケーション展望など、カンファレンスも
開催。

情報と通信に関する総合展示会。

プログラミング言語「Perl」に特化した唯一の
カンファレンス。チュートリアルとワークショ
ップによる2トラック構成。

音と映像のプロフェッショナル展。放送関連、
CATV関連、プロオーディオ機器などの機材が
多数出展。

アジア最大の組み込みアプリケーションの設
計・開発に関するソフトやハードの応用技術
展。

2D/3D CGとデジタルデザイン、コンテンツの制
作およびデジタル作品の流通にかかわる展示会。

米国メディアにおけるインターネットビジネス
の最新動向やイントラネット活用事例、業界
著名人による講演を通じて日本におけるインタ
ーネットメディアの可能性知る展示会。

光源や計測用機器、画像処理機器、ディスプ
レイ装置、画像記憶／記録装置など一連の画
像機器に関する総合展示会。

インターネットにかかわる技術の研究や開発、
構築、運用、利用する人々が一堂に会して、
インターネットに関する各種会合を集中して開
催するイベント。

日本オラクルのプライベートショー。

インターネットのストリーミング技術に関する
国際会議と展示会。

世界最大のコンピュータ関連の総合展示会。

デジタルコンテンツの制作に関する展示会とセ
ミナー。

池袋サンシャインシティ
東京都豊島区東池袋3-1-1

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

東京ビッグサイト（東京国際展示場）
東京都江東区有明3-21-1

パークハイアット東京 39階
東京都新宿区西新宿3-7-1-2

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

東京ビッグサイト（東京国際展示場）
東京都江東区有明3-21-1

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

東京国際フォーラムCホール
東京都千代田区大手町1-9-5

パシフィコ横浜
神奈川県横浜市西区みなとみらい1-1

国立京都国際会館
京都府京都市左京区宝ヶ池

東京ビッグサイト（東京国際展示場）
東京都江東区有明3-21-1

Grand Hyatt San Francisco
San Francisco, CA, USA

Las Vegas Convention Center
Las Vegas, NV, USA

Los Angeles Convention Center
Los Angeles, CA, USA

ミラーフリーマンジャパン

Tel.03-3669-5811

問主

ソフトバンクフォーラム

Tel. 03-5642-8433

問主

通信機械工業会（CIAJ） (社)日本電子
工業振興協会（JEIDA） (社)日本パーソ
ナルコンピュータソフトウェア協会（JPSA）
COM JAPAN 実施協議会事務局

Tel. 03-3231-8788 Fax. 03-3231-8789
問

主

オライリー・ジャパンThe Perl  

Conference事務局

Tel.03-3356-5227 Fax.03-3356-5261

問主

日本システムハウス協会

Tel. 03-3668-3151

問主

(財)マルチメディアコンテンツ振興協会、
日本経済新聞社

日本経済新聞社事業局総合事業部

Tel. 03-5255-2847 Fax. 03-5255-2860

問

主

RealNetworks Conference/

Tokyo'98事務局

Tel. 03-5351-8261 Fax. 03-5371-9315

問主

日本画像・計測機器協議会

精機通信社

Tel. 03-3367-0571 Fax 03-3368-1519

問

主

Internet Week 98 実行委員会

（JPNIC内）

niw98@nic.ad.jp

問主

日本オラクルOracle OpenWorld 

1998 運営事務局

noow@jp.oracle.com

問主

First Conferences

Tel.+1-800-814-3459

Fax.+1-800-814-3460

問

ソフトバンクフォーラム

Tel. 03-5642-8433

問

Advanstar Communications Digital
Media Group

Tel. +1-714-513-8400

Fax. +1-714-513-8612

問

Windows NT INTRANET Solutions
Tokyo98
jhttp://www.sbforums.co.jp/

wntis98/

COM JAPAN 1998
jhttp://www.comjapan.gr.jp/

The Perl Conference JAPAN
jhttp://www.oreilly.co.jp/perl.htm

'98国際放送機器展
jhttp://home.jesa.or.jp/guide/

bee98/

MST'98
（マイコンシステム＆ツールフェア）
jhttp://www.jasa.or.jp/mst98/

ContentCreation+NICOGRAPH 98
jhttp://www.nikkei.co.jp/events/

ccn/

RealNetworks Conference/
Tokyo'98 
jhttp://www.jp.real.com/

conference/

'98国際画像機器展
jhttp://tokyoweb.or.jp/oe/gazoten/

Internet Week 98 
jhttp://www.nic.ad.jp/iw98/

Oracle Open World 1998 
jhttp://www.oracle.co.jp/oow/

exhibitor/

Streaming Media '98
jhttp://www.firstconf.com/c43/

COMDEX/Fall '98
jhttp://www.comdex.com/

Digital Content Creation
jhttp://www.dccexpo.com/

10月29日

11月10日

11月11日

11月18日

11月25日

12月2日

12月2日

12月15日

12月16日

11月9日

11月16日

12月2日

11月4日

11月11日

10月30日

11月6日

11月13日

11月12日

11月13日

11月20日

11月27日

12月2日

12月4日

12月18日

12月17日

11月10日

11月20日

12月4日

プロフェッショナル向けのインターネットテク
ノロジーに関する展示会、カンファレンス。

企業向けのJavaテクノロジーソリューションに
焦点を当てた展示会とチュートリアル、カンフ
ァレンス。COMDEX/Enterprise New York '98
併催。

マッキントッシュ関連の総合展示会。

電化製品や情報家電など、電気機器に関する
総合展示会。

Jacob K.Javits Convention Center
New York, NY, USA

Jacob K.. Javits Convention Center
New York, NY, USA

Moscone Convention Center
San Francisco, CA, USA

Las Vegas Convention Center
Las Vegas, NV, USA

ソフトバンクフォーラム

Tel. 03-5642-8433

問

ソフトバンクフォーラム

Tel. 03-5642-8433

問

IDG Expo Management Company

Tel. +1-781-551-9800

Fax. +1-781-440-0357

問

CES General Info

Tel. +1-703-907-7605

Fax. +1-703-907-7692

問

COMDEX/Enterprise New York '98
jhttp://www.comdex.com/

Java Business Expo
jhttp://www.javaexpo.zdevents.

com/

MACWORLD Expo 1999
jhttp://www.macworldexpo.com/

mwsf99/

1999 International Consumer
Electronics Showcase（CES）
jhttp://www.cesweb.org/newsite/

12月7日

12月7日

1月4日

1月7日

12月10日

12月10日

1月8日

1月10日

(社)日本電子機械工業会（EIAJ）

日本エレクトロニクスショー協会

Tel. 03-5402-7601 Fax. 03-5402-7605

問

主

開始日 終了日 名称 概要 開催場所 主催・問い合わせ先

イベントカレンダー（1998年10月～1月）Event
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